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竣
工
式
は
、
学
園
関
係
者
お

よ
び
来
賓
の
方
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
始
ま
り
、
定
礎
の
儀
、

定
礎
法
要
、
落
慶
法
要
、
そ
し
て

直
会
な
お
ら
い
の
会
と
滞
り
な
く
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
で
は
、
川
並
弘
昭
理

事
長
・
学
園
長
・
学
長
が「
地
域

の
方
々
に
も
数
多
く
ご
参
加
い

た
だ
き
、
そ
の
期
待
の
大
き
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
を
松
戸
駅
前
の
シ
ン
ボ
ル

タ
ワ
ー
と
し
て
、
ま
す
ま
す
生

涯
学
習
が
活
発
に

な
っ
て
い
く
よ
う

推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」

と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

本
セ
ン
タ
ー
は

文
部
科
学
省
が
推

進
す
る「
学
術
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
推
進
事

業
」
に
採
択
さ
れ

た
研
究
施
設
で
、

同
省
の
「
私
立
学

校
施
設
整
備
費
補

助
金
」
の
交
付
を

受
け
て
建
設
さ
れ
た
学
術
研
究

施
設
で
す
。
本
セ
ン
タ
ー
は
地
下

一
階
、
地
上
十
四
階
で
、
昨
年
度

の
本
学
園
七
十
周
年
に
ち
な
み

ビ
ル
の
高
さ
は
七
十
メ
ー
ト
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
建
物
の
内
容
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

十
四
階
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ

「
ロ
ー
カ
ス
」（
ラ
テ
ン
語
で「
軌

跡
」の
意
）は
約
百
名
の
収
容
が

可
能
な
視
聴
覚
室（
写
真
１
）で
、

パ
ー
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
と
し
て
も
利

用
可
能
で
す
。
十
三
階
の
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
運
営
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

「
ス
パ
ン
カ
」（
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の

「
か
ら
す
座
」の
意
）で
は
、
遠
く

は
富
士
山
を
望
み
な
が
ら
お
食

事
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

（
八
頁
に
メ
ニ
ュ
ー
を
掲
載
し
て

い
ま
す
）。
十
階
に
は
調
理
関
係

の
講
座
で
活
用
さ
れ
る
最
新
の

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
を
配
し
た
キ

ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ（
写
真
２
）、
そ

し
て
九
階
の
視
聴
覚
ス
タ
ジ
オ

（
写
真
３
）に
は
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
な
授
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授

業
を
行
う
た
め
の
設
備
が
整
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
三
階
の
託

児
室
（
写
真
４
）に
は
、
出
入
り

口
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
連

動
し
た
施
錠
シ
ス
テ
ム

を
配
備
し
、
お
子
様
連

れ
の
方
に
も
安
心
し
て

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
他
の
階
に
は
、

ガ
ラ
ス
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
間
切
ら
れ
た
研
究
室
群
が

あ
り
、
開
放
的
な
教
育
設
備
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー

は
芸
術
的
環
境
に
も

配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
石

井
幹
子
さ
ん
（
石
井
さ

ん
は
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
や
姫
路
城
な

ど
多
く
の
建
築
物
の

照
明
を
手
が
け
て
い

ま
す
）の
デ
ザ
イ
ン
に

よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

「
光
の
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
」
は
本
学
の
ス
ク
ー

ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
青

を
基
調
に
、
時
間
と
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
演
出
し
、
夜
間
も

松
戸
の
街
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
は
本
学
と
ゆ
か
り
の
深
い

彫
刻
家
流
政
之
先
生
の
作
品

「W
A
V
E
M
A
G
IC

」（
写
真
５
）

が
展
示
さ
れ
、
作
品
に
は
人
、
そ

し
て
学
び
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

「
波
」が
本
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
松

戸
、
東
葛
、
さ
ら
に
は
首
都
圏
ま

で
届
く
よ
う
に
と
の
祈
り
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
は
四
月
か
ら
い
よ

い
よ
本
格
的
な
稼
動
を
始
め
た

本
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
学
園

全
体
で
地
域
社
会
に
「
開
か
れ

た
大
学
」
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

三
月
九
日（
水
）、
松
戸
駅
東

口
に
生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ
ン

タ
ー（
一
〇
号
館
）が
完
成
し
竣

工
式
を
迎
え
ま
し
た
。
学
園
関

係
者
は
も
と
よ
り
、
工
事
関
係

者
、生
涯
学
習
関
係
者
、研
究
者
、

市
関
係
者
を
中
心
に
地
域
の

方
々
か
ら
も
多
数
の
参
加
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の「
開
か
れ

た
大
学
」を
目
指
す
本
学
に
と
っ

て
相
応
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。

聖徳学園は、日本の教育機関では初めて品質管理
システムのISO9001および環境管理システムのISO
14001、両国際規格の認証を同時取得しました。
高品質でより良い教育を可能にするシステムを作り
上げ、また地球環境を守る管理システムを整え、それらが
国際機関の定めた規格で認証を得た今、聖徳学園は
次の高みに向けて新たな活動を開始します。

より豊かな未来に向け ISOをダブル取得

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

拝
　
啓

陽
春
の
候
、
ま
す
ま
す
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
十
月
二
十
三
日
に
発
生

し
た
新
潟
県
中
越
地
震
に
際
し

ま
し
て
、
被
災
地
お
見
舞
い
の

た
め
の
募
金
を
募
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
方
か
ら
心
温
ま

る
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
義
援
金
は
、
同
年
十
二

月
二
十
一
日
に
新
潟
県
庁（
新
潟

県
中
越
地
震
災
害
対
策
本
部
）に

送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
こ
こ
に
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

敬
　
具

●
新
潟
県
庁
よ
り
お
礼
状
と
領

収
書
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

（
保
管
先：

学
生
課
）

義
援
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
へ

新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
る
義
援
金
に
つ
い
て

（ご報告）

I N D E X

聖
徳
大
学
学
友
会

記
義援金合計

１,０００,０００円
―――（内　訳）―――

学生・教職員・一般
４６５,３５９円

（募金箱での募金合計）

聖徳祭売上金
４３４,６４１円

（売上金１,８８６,６８５円の一部）

香和会お見舞金
１００,０００円

●この募金状況は新潟県庁のホーム
ページにも掲載されています。

http://www.pref.niigata.jp/
（義援金受付：平成１６年１２月２５日掲載）
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（写真1）14階／スカイラウンジ「ローカス」

（写真４）３階／託児室 （写真3）9階／視聴覚スタジオ

（写真2）10階／キッチンスタジオ

完
成

（写真5）1階／エントランスホールの彫刻「WAVE MAGIC」

ついに
ついに
ついに
ついに
ついに
ついに
ついに
ついに
ついに
ついに
ついに
ついに
ついに
ついに
ついに
ついに
ついに

完
成

・生涯学習社会貢献センターついに完成
・“まちづくり”推進の国内拠点に
―生涯学習社会貢献センター竣工―

児童学科　福留強先生

・全国保育士養成協議会関東ブロック協議会
第18回学生研究発表会

幼児教育専門学校
・第57回千葉県小中高等学校書き初め展覧会

最優秀団体賞・個人賞受賞
附属中学校・高等学校

・平成16年度茨城県高校総体
女子総合優勝

聖徳中学校・高等学校
・「未来の地球を担う子どもたち」

附属小学校の環境教育
・感涙の卒園式 三田幼稚園
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本
学
で
は
、
建
学
の
精
神
を

達
成
す
る
た
め
に
実
物
教
育
の

素
晴
ら
し
さ
を
取
り
上
げ
て
お

り
、
そ
の
一
つ
に
美
術
資
料
等

を
揃
え
て
お
り
ま
す
。
な
か
で

も
、
聖
徳
学
園
の
ふ
る
さ
と
で

あ
る
岐
阜
県
が
生
ん
だ
加
藤
卓

男
先
生
の
ラ
ス
タ
ー
彩
の
陶
器

は
、
世
界
に
誇
る
大
変
美
し
い

作
品
で
す
。

加
藤
卓
男
先
生
は
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
留
学
中
に
ペ
ル
シ
ャ
陶

器
に
興
味
を
持
ち
、
復
元
が
不

可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
黄

金
色
に
輝
く
ラ
ス
タ
ー
彩
陶
器

の
再
現
に
挑
戦
し
、
二
十
年
余

に
わ
た
る
試
行
錯
誤
の
末
に
よ

う
や
く
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
ラ

ス
タ
ー（Luster

）と
は
英
語
で

「
輝
き
」あ
る
い
は「
き
ら
め
き
」

と
い
う
意
味
で
す
が
、
ラ
ス
タ
ー

彩
は
見
る
方
向（
角
度
）に
よ
っ

て
陶
器
表
面
の
色
調
な
ど
が
変

化
す
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

加
藤
先
生
は
、
一
九
八
〇
年
、

宮
内
庁
か
ら
正
倉
院
に
残
る
奈

良
時
代
の
三
彩
の
復
元
依
頼
を

受
け
、
八
年
か
け
て
復
元
作
業

に
従
事
し
ま
し
た
。
一
九
八
八

年
に
紫
綬
褒
章
を
受
章
。
一
九

九
五
年
、
工
芸
技
術
の
分
野
で

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間

国
宝
）に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
近

年
は
ペ
ル
シ
ャ
の
伝
統
な
ど
を

融
合
し
た
新
た
な
美
濃
焼
を
目

指
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十

七
年
一
月
十
一
日
、
肺
炎
の
た

め
岐
阜
県
多
治
見
市
の
病
院
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
享
年
八

十
七
歳
で
し
た
。

本
学
園
で
は
、
加
藤
先
生
の

作
品
を
所
蔵
し
て
お
り
、
亡
く

な
ら
れ
る
直
前
の
平
成
十
六
年

十
月
に
公
開
さ
れ
た
新
作
品
で

あ
り
、
最
後
の
作
品
と
思
わ
れ

る「
ラ
ス
タ
ー
彩
楽
人
文
香
炉
」

を
、
聖
徳
大
学
八
号
館
ク
リ
ス

タ
ル
ホ
ー
ル
建
学
記
念
館
特
別

展
示
室
で
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
作
品
の
持
つ
繊
細
で
独
特

な
ラ
ス
タ
ー
彩
の
素
晴
ら
し
さ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

聖徳大学　8号館 クリスタルホール　建学記念館　特別展示室

「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
長
寿
」

児
童
学
科
教
授

松
浦
信
夫
先
生

二
月
十
日（
木
）に
児
童
学
科

教
授
の
松
浦
信
夫
先
生
が
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
か
す
が
荘
に
お
い

て
、
約
三
十
名
の
地
元
の
方
々

に
対
し
講
演
を
し
ま
し
た
。
講

演
で
は
世
界
各
国
の
平
均
寿
命

比
較
や
食
文
化
の
違
い
か
ら
始

ま
り
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
糖

尿
病
が
増
え
た
原
因
や
現
代
の

食
生
活
に
対
す
る
懸
念
に
つ
い

て
話
が
あ
り
ま
し
た
。〝
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
〞と
は
現
代
の
〝
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
〞
に
相
対
す
る
言

葉
で
、
食
文
化
が
豊
に

な
っ
た
反
面
、
そ
の
土

地
の
も
の
や
郷
土
料

理
、
よ
り
質
の
良
い
素

材
や
そ
れ
を
提
供
す
る

小
規
模
農
家
を
守
り
、

「
食
育
」を
推
進
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
先
生
は
フ
ァ
ー
ス

ト
フ
ー
ド
や
加
工
食
品

が
氾
濫
す
る
こ
と
で
肥

満
や
糖
尿
病
が
激
増
し

て
い
る
こ
と
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
、
子
ど
も
達
が

小
さ
い
頃
か
ら
正
し
い

食
習
慣
を
築
け
る
よ
う

に「
食
育
」を
勧
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
力
説
し
ま
し
た
。

松
浦
先
生
の
熱
の
あ
る
講
演

に
対
し
、
多
く
の
方
が
真
剣
な

眼
差
し
で
話
に
聞
き
入
っ
て
お

り
、
講
演
が
終
了
し
た
後
も
先

生
に
対
し
て
多
く
の
質
問
が
飛

び
交
い
、
さ
ら
に
は
別
の
機
会

を
設
け
て
も
っ
と
詳
し
く
話
を

聞
き
た
い
と
い
っ
た
要
望
も
出

る
な
ど
、
好
評
の
う
ち
に
講
演

会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

＊
１：

陶
器
に
使
わ
れ
る
釉
薬
ゆ
う
や
く（

上
薬

う
わ
ぐ
す
り

）と
顔
料（
絵
の
具
）が
、
炎
の
種
類（
炎
に

十
分
な
空
気
を
送
り
込
む
「
酸
化
炎
」
と
、
逆
に
酸
素
の
供
給
を
少
な
く
し
た

「
還
元
炎
」
が
あ
り
ま
す
。）な
ど
の
適
当
な
条
件
に
よ
り
化
学
反
応
を
起
こ
し
、

極
め
て
薄
い
金
属
が
生
成
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
金
属
が
光
線
を
複
雑
に
反
射

す
る
こ
と
で
、
ラ
ス
タ
ー
彩
を
生
じ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
月
八
日（
火
）に
行
わ
れ
た

聖
徳
中
高
の
卒
業
式
を
皮
切
り

に
、
附
属
中
高（
三
月
九
日
）、
附

属
小（
三
月
十
日
）、
専
門
学
校

（
三
月
十
三
日
）、
附
属
幼
稚
園

（
三
月
十
四
日
）、
附
属
第
二
幼

稚
園（
三
月
十
五
日
）、
三
田
幼

稚
園（
三
月
十
六
日
）、
附
属
第

三
幼
稚
園（
三
月
十
六
日
）、
八

王
子
中
央
幼
稚
園（
三
月
十
七

日
）、
附
属
浦
安
幼
稚
園（
三
月

十
七
日
）、
短
期
大
学
部（
三
月

十
八
日
）、
多
摩
中
央
幼
稚
園

（
三
月
十
八
日
）、
大
学
院
・
大
学

（
三
月
十
九
日
）と
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
昨
年

四
月
に
開
園
し
た
浦
安
幼
稚
園

で
は
初
と
な
る
保
育
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
、
松
組
園
児
二
十

九
名
が
元
気
に
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

人
数
の
内
訳
は
大
学
院
八
十

九
名
、
大
学
千
四
十
名
、
短
期
大

学
部
九
百
十
五
名
、
専
攻
科
十

九
名
、
幼
児
教
育
専
門

学
校
百
七
十
九
名
、
高

等
学
校
三
百
九
十
四
名
、

中
学
校
九
十
九
名
、
小

学
校
七
十
九
名
、
幼
稚

園
五
百
四
十
九
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。

合
計
三
千
三
百
六
十

三
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
胸
に
新
た
な
活

躍
の
場
へ
と
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

■
附
属
高
校

聖
徳
大
学
、
青
山
学
院
大
学
、
麻

布
大
学
、
国
立
音
楽
大
学
、
國
學

院
大
学
、
昭
和
大
学
、
専
修
大
学
、

中
央
大
学
、
東
海
大
学
、
東
京
音

楽
大
学
、
東
京
女
子
大
学
、
東
京

理
科
大
学
、
東
洋
大
学
、
獨
協
大

学
、
日
本
大
学
、
日
本
赤
十
字
看

護
大
学
、
文
教
大
学
、
法
政
大
学
、

明
治
大
学
、
明
治
学
院
大
学
、
立

教
大
学

他
、
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
聖
徳
高
校

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
・
筑
波
大
学
・
千
葉
大
学
・
法

政
大
学
・
明
治
学
院
大
学
・
京
都

女
子
大
学
・
日
本
大
学
・
國
學
院

大
学
・
女
子
栄
養
大
学
・
大
妻
女

子
大
学
・
大
東
文
化
大
学
・
杏
林

大
学
・
日
本
体
育
大
学
・
武
蔵
野

音
楽
大
学
・
千
葉
科
学
大
学
・
二

松
学
舎
大
学
・
麗
澤
大
学
・
帝
京

大
学
・
帝
京
平
成
大
学

他
、
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
附
属
小
学
校

●
男
子

西
大
和
学
園
中
学
校
、
渋
谷
教
育

学
園
幕
張
中
学
校
、海
城
中
学
校
、

東
邦
大
学
附
属
東
邦
中
学
校
、
学

習
院
中
等
科
、立
教
新
座
中
学
校
、

江
戸
川
学
園
取
手
中
学
校
、
攻
玉

社
中
学
校
、
栄
東
中
学
校
、
市
川

中
学
校

他
、
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

●
女
子

聖
徳
大
学
附
属
中
学
校
、
聖
徳
大

学
附
属
聖
徳
中
学
校
、
桜
蔭
中
学

校
、渋
谷
教
育
学
園
幕
張
中
学
校
、

豊
島
岡
女
子
学
園
中
学
校
、
東
京

学
芸
大
学
附
属
竹
早
中
学
校
、
浦

和
明
の
星
女
子
中
学
校
、
大
妻
中

学
校
、江
戸
川
学
園
取
手
中
学
校
、

芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
校

他
、
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
附
属
四
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、
浦
和
ル

ー
テ
ル
学
院
小
学
校
、
川
村
小
学

校
、
ぐ
ん
ま
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
初

等
部
、
慶
応
義
塾
幼
稚
舎
、
国
府

台
女
子
学
院
小
学
部
、
昭
和
学
院

小
学
校
、
白
百
合
学
園
小
学
校
、

千
葉
日
本
大
学
第
一
小
学
校
、
成

田
高
等
学
校
付
属
小
学
校
、
日
出

学
園
小
学
校

他
、
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
三
田
三
園

宝
仙
学
園
小
学
校
、川
村
小
学
校
、

東
洋
英
和
女
学
院
小
学
校
、
光
塩

女
子
学
院
初
等
科
、
立
教
女
学
院

小
学
校
、
立
教
小
学
校
、
文
教
大

学
付
属
小
学
校
、
東
京
学
芸
大
学

教
育
学
部
附
属
小
金
井
小
学
校
、

国
立
音
楽
大
学
付
属
小
学
校
、
国

立
学
園
小
学
校
、
東
京
創
価
小
学

校
、
慶
応
義
塾
幼
稚
舎
、
帝
京
大

学
小
学
校
、
明
星
小
学
校
、
桐
光

学
園
小
学
校
、桐
朋
学
園
小
学
校
、

啓
明
学
園
初
等
学
校

他
、
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

か
す
が
荘
　
講
演
会

＊
１

聖
徳
学
園
の
ふ
る
さ
と
岐
阜
が
生
ん
だ
偉
大
な
陶
芸
家

人
間
国
宝
　
故

加
藤
卓
男
先
生
の

作
品
を
展
示
中
！

於
聖
徳
大
学
八
号
館
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
建
学
記
念
館
特
別
展
示
室

平
成
十
六
年
度

卒
業
式
、
卒
園
式
、

保
育
証
書
授
与
式
が
終
了

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

卒
業
式
、

e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e

e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e

浦
安
幼
稚
園
で
初
の
保
育
証
書
授
与

浦
安
幼
稚
園
で
初
の
保
育
証
書
授
与

平成１７年度保護者会・後援会開催日程
―ぜひご参加ください― （3月14日現在）

s大学･短期大学部t

s専門学校t

・5月7日（土） 定期総会 聖徳大学
・6月26日（日） 北海道支部総会

札幌グランドホテル
・9月3日（土） 静岡県支部総会

三島グランドホテル
・9月11日（日） 新潟地区支部総会

ホテルニューオータニ長岡
・10月2日（日） 東北（北）支部総会

盛岡・ホテルニューカリーナ
・10月16日（日）東北（南）支部総会

郡山・ビューホテルアネックス
・10月22日（土）甲信地区支部総会

松本・ホテルブエナビスタ
・10月30日（日）九州・沖縄地区支部総会

ホテル日航那覇グランドキャッスル
・11月20日（日）茨城県支部総会

土浦･ホテルCANKOH
・11月27日（日）東京地区支部総会　聖徳大学
・12月4日（日） 北関東支部総会

大宮・JA共済埼玉ビル
・12月11日（日）千葉県支部総会　聖徳大学

・保護者の授業見学 保育科第Ⅰ部・保育科第Ⅱ部の
1時限目～7時限目（全授業）

前期　5月2日（月）～7月8日（金）
後期　10月3日（月）～1月20日（金）

※詳細につきましては、4月中旬にご案内を送付いたします。

s附属中高t

s聖徳中高t

s附属小学校t

s附属4園t

・5月15日（日）後援会総会 場所：本校奏楽堂

・評議員会 5月21日（土）
9月17日（土）
2月25日（土）

・後援会総会・支部総会 5月28日（土）
・支部会の日① 7月2日（土）

〃 ② 12月3日（土）

・学級懇談会 4月30日（土）
3月2日（木）

●父母の会総会
・附属幼稚園 4月16日（土）
・附属第二幼稚園 4月15日（金）
・附属第三幼稚園 4月14日（木）
・附属浦安幼稚園 4月19日（火）
●父親参観
・附属幼稚園 6月4日（土）
・附属第二幼稚園 6月11日（土）
・附属第三幼稚園 6月4日（土）
・附属浦安幼稚園 6月11日（土）
●4園保育参観（1学期）
・年長組 4月20日（水）
・年中組 4月21日（木）
・年少組 4月22日（金）
●保育参観（2学期）
・附属幼稚園 11月25日（金）
・附属第二幼稚園 11月22日（火）
・附属第三幼稚園 11月17日（木）
・附属浦安幼稚園 11月18日（金）
●保育参観（3学期）
・附属幼稚園 2月17日（金）
・附属第二幼稚園 2月22日（水）
・附属第三幼稚園 2月23日（木）
・附属浦安幼稚園 2月14日（火）

●父母の会総会
・三田幼稚園 4月21日（木）
・多摩中央幼稚園 4月19日（火）
・八王子中央幼稚園 4月22日（金）
●保育参観・試食会（1学期）
・三田幼稚園 5月19日（木）・20日（金）
・多摩中央幼稚園 5月26日（木）・27日（金）
・八王子中央幼稚園 5月17日（火）・18日（水）
●保育参観（2学期）
・三田幼稚園 11月16日（水）
・多摩中央幼稚園 11月7日（月）・8日（火）
・八王子中央幼稚園 11月11日（金）
●保育参観（3学期）
・三田幼稚園 3月1日（水）
・多摩中央幼稚園 2月22日（水）・23日（木）
・八王子中央幼稚園 2月27日（月）

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

「ラスター彩楽人文香炉」（加藤卓男作）

s三田3園t
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平
成
十
六
年
十
月
二
十
三
日

（
土
）、
私
は
全
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て

優
秀
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
総
合
文
化
学
科
の
デ
ザ

イ
ン
ブ
ラ
ン
チ
に
入
学
し
、
デ

ザ
イ
ン
に
関
す
る
事
を
中
心
に

学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
授
業
の

一
環
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
授
業
も
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

今
回
の
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
知

っ
た
き
っ
か
け
も
先
生
に
教
え

て
い
た
だ
い
た
事
に
よ
り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
ン
チ
に
入
学
し
た

も
の
の
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
デ
ザ

イ
ン
画
を
描
い
た
経
験
は
な
く
、

始
め
は
と
て
も
辛
い
授
業
で
し

た
。
見
本
に
従
っ
て
八
頭
身
の

モ
デ
ル
を
描
く
事
か
ら
始
め
る

の
で
す
が
、
思
う
よ
う
に
描
け

ず
、
何
度
も
先
生
に
ご
指
導
頂

き
ま
し
た
。
慣
れ
て
く
る
と
、
デ

ザ
イ
ン
画
を

描
く
事
が
と

て
も
楽
し
く

な
り
毎
回
の

授
業
が
と
て

も
待
ち
遠
し

い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

で
す
が
、
や
は
り
コ
ン
テ
ス
ト

へ
出
品
す
る
作
品
と
な
る
と
、
今

ま
で
描
い
て
き
た
よ
う
な
も
の
と

は
違
い
、
誰
も
考
え
つ
か
な
い
よ

う
な
独
創
性
を
全
面
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
デ
ザ
イ
ン
を
練
り
上
げ
て

行
く
段
階
で
何
度
も
壁
に
直
面

し
、
投
げ
出
し
た
く
も
な
り
ま

し
た
。
で
す
が
、
そ
の
度
に
先
生

が
熱
心
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
出
し
て

下
さ
っ
た
の
で
、
自
分
で
も
納
得

で
き
る
作
品
を
出
品
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
賞
が
頂
け
た
の
も
、
先

生
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
賞
に
満
足

す
る
事
な
く
、
さ
ら
に
上
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
回
私
達
は
、
ア
メ
リ
カ
の

食
生
活
の
現
状
を
知
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
ロ
ス
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
、
ハ
ワ
イ
の
三
箇
所

を
旅
し
ま
し
た
。

実
際
に
ア
メ
リ
カ
の
食
事
を

食
べ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
量
が

多
い
、
味
が
濃
い
、
肉
料
理
が
多

い
、
目
立
っ
て
お
い
し
い
も
の

が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
た

ま
に
食
べ
ら
れ
た
日
本
食
の
味

に
ほ
っ
と
し
て
、
改
め
て
日
本

食
の
お
い
し
さ
に
気
が
つ
き
ま

し
た
。
ス
ー
パ
ー
の
見
学
で
は
、

大
き
い
塊
の
肉
、
洗
剤
の
タ
ン

ク
の
よ
う
な
大
き
い
容
器
に
入

っ
て
い
る
ジ
ュ
ー
ス
、
種
類
の

豊
富
な
冷
凍
食
品
な
ど
に
驚
く

ば
か
り
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
の
講
演
で
興
味
深
か
っ

た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
人
と
日

本
人
の
死
因
の
違
い
は
食
生
活

の
違
い
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
肥

満
が
増
加
す
る
一
方
で
、
食
べ

物
の
サ
イ
ズ
は
年
々
大
き
く
な

り
肥
満
の
改
善
が
難
し
い
と
い

う
現
状
を
知
り
ま
し
た
。

旅
行
中
は
運
よ
く
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
ト
レ
ジ
ャ
ー
ア
イ
ラ
ン

ド
の
夜
景
は
最
高
に
き
れ
い
で

し
た
。
ま
た
、
友
達
と
過
ご
し
た

毎
日
は
と
て
も
楽
し
く
、
忘
れ

ら
れ
な
い
良
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
旅
行
で
は
、

食
生
活
に
限
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ

と
日
本
の
違
い
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
良
い
面
、
悪
い
面
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分

の
プ
ラ
ス
に
な
る
た
く
さ
ん
の

貴
重
な
経
験
を
忘
れ
ず
に
、
今

後
の
学
生
生
活
に
役
立
て
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
ま
た
い

つ
か
必
ず
ア
メ
リ
カ
に
旅
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
法
人
杉
野
学
園
主
催

第
四
十
二
回

全
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞
受
賞

柳
澤
真
弓
さ
ん

二
月
七
日（
月
）、八
日（
火
）、

Ｇ
Ｐ
採
択
に
向
け
た
取
組
を
選

定
す
る
た
め
の
学
内
コ
ン
ペ（
発

表
会
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｐ
と
は
、グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
の
略
で
、「
優
れ
た
取
組
」

と
い
う
意
味
で
す
。こ
れ
は
文
部

科
学
省
が
進
め
る
事
業
の
一
つ

で
、各
大
学
の
特
色
あ
る
優
れ
た

取
組
や
継
続
的
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
取
組
を
採
択
し
、公
表
す

る
こ
と
に
よ
り
、全
国
の
大
学
に

対
す
る
教
育
改
革
・
改
善
の
モ
デ

ル
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

コ
ン
ペ
は
、Ｇ
Ｐ
等
の
分
野
別

（
特
色
、現
代
、大
学
院
教
育
、教

員
養
成
、国
際
化
支
援
、専
修
学

校
）に
対
し
、各
学
科
、研
究
所
、

委
員
会
、幼
児
教
育
専
門
学
校
か

ら
申
請
さ
れ
た
二
十
二
件
の
各

取
組
に
つ
い
て
、説
明
時
間
十
分

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、発
表
後
は
、質
疑
応
答
の
時

間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、パ
ソ

コ
ン
や
Ｏ
Ｈ
Ｃ
な
ど
を
使
っ
て
行

わ
れ
、先
生
方
の
取
組
に
対
す
る

熱
意
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、本
学
の
各
教
育
・
研

究
に
つ
い
て
の
新
し
い
発
見
で
し

た
。そ
の
後
の
質
疑
応
答
も
活
発

に
行
わ
れ
、各
学
科
等
の
取
組
に

つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
た
だ
け
で

な
く
、取
組
の
発
展
に
向
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
対
す
る
評

価
は
、各
学
科
等
の
代
表
の
先
生

方
を
中
心
に
、取
組
内
容
、特
色

性
、実
施
体
制
、得
ら
れ
る
効
果
、

将
来
性
、発
表
力
な
ど
に
つ
い
て

採
点
が
行
わ
れ
、本
学
代
表
の
取

組
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、選
定
さ
れ
た
取
組
ご

と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

結
成
し
、採
択
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

詳
細
は
、文
部
科
学
省
へ
の
申

請
書
提
出
後
に
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。
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総
合
文
化
学
科
　
デ
ザ
イ
ン
・
情
報
エ
リ
ア

Ａ
ク
ラ
ス

Ｇ
Ｐ
学
内
コ
ン
ペ

知
財
戦
略
課

国
際
交
流
課

平
成
十
六
年
度

留
学
生
壮
行
会

留
学
生
壮
行
会

留
学
生
壮
行
会

留
学
生
壮
行
会

留
学
生
壮
行
会

留
学
生
壮
行
会

留
学
生
壮
行
会

留
学
生
壮
行
会

留
学
生
壮
行
会

留
学
生
壮
行
会

留
学
生
壮
行
会

留
学
生
壮
行
会

留
学
生
壮
行
会

去
る
一
月
二
十
一
日（
金
）、

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

留
学
生
の
交
流
行
事
の
一
つ
で

あ
る「
平
成
十
六
年
度
留
学
生
壮

行
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。
現
在
、

三
十
一
名
の
留
学
生
が
大
学
院
、

学
部
、
短
大
で
学
ん
で
お
り
、
十
六

年
度
修
了
及
び
卒
業
年
次
生
は

九
名
お
り
ま
す
。
三
月
の
修
了
・

卒
業
、
そ
し
て
四
月
か
ら
の
新

た
な
る
出
発
に
向
け
て
の
激
励

会
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

学
長
先
生
を
始
め
と
す
る
諸

先
生
方
か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉

に
答
え
、
在
校
生
の
見
守
る
中
、

一
人
ひ
と
り
か
ら
お
礼
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
生
活
の

思
い
出
や
今
後
の
進
路
等
を
交

え
て
、
先
生
方
へ
の
感
謝
の
意

を
述
べ
、
途
中
、
感
極
ま
っ
て
涙

な
が
ら
に
語
る
学
生
も
お
り
ま

し
た
。
日
本
人
学
生
と
は
ま
た

違
う
、
た
く
さ
ん
の
苦
労
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
言
葉

や
文
化
の
壁
を
乗
り
越
え
、
こ

こ
ま
で
到
達
で
き
た
と
い
う
達

成
感
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
先
、
厳

し
く
も
あ
ろ
う
新
天
地
に
お
い

て
心
の
糧
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
学
院
に
進
み
勉
学
を
続
け

る
者
、
母
国
に
戻
り
就
職
す
る

者
、
引
き
続
き
日
本
に
残
り
就

職
を
目
指
す
者
と
、
道
は
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
各
々
の
目
標
に
向
か

い
、
更
な
る
躍
進
を
遂
げ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
九
名

に
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

ま
た
、
四
月
か
ら
は
新
た
に
留

学
生
を
迎
え
て
さ
ら
に
活
動
的

に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
九
月
に
聖
徳
大

学
出
版
会
が
正
式
に
発
足
し
、

村
井
靖
児
先
生
の「
音
楽
療
法
を

語
る
」が
刊
行
さ
れ
、
本
学
出
版

会
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
得
ま

し
て
そ
の
確
か
な
歩
み
を
開
始

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
過

程
で
、早
稲
田
大
学
、慶
応
大
学
、

法
政
大
学
、
東
京
大
学
、
京
都
大

学
な
ど
二
十
九
の
大
学
出
版
会

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
日
本
・

大
学
出
版
部
協
会
へ
の
参
画
も

実
現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

こ
と
も
本
紙
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
同
協
会
が
刊
行
す

る「
総
合
図
書
目
録
二
〇
〇
五
」

が
出
版
さ
れ
、
聖
徳
大
学
出
版

会
・
図
書
目
録
も
新
た
に
加
わ

っ
て
お
り
ま
す
。
当
総
合
図
書

目
録
は
全
国
の
主
要
図
書
館
、

書
店
な
ど
に
備
え
ら
れ
ま
す
。

本
学
の
目
録
に
は「
心
と
身
体

の
癒
し
シ
リ
ー
ズ
」は
じ
め
、

「
川
並
弘
昭
先
生
　
還
暦
記
念
論

集
」
な
ど
既
刊
の
書
籍
の
情
報

も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本
学
初

の
図
書
目
録
と
な
り
ま
す
。
ま

た
森
　
彪
先
生
の「
医
に
お
け
る

癒
し
」が
本
出
版
会
か
ら
近
く
刊

行
さ
れ
ま
す
。

前
日
の
雪
が
方
々
に
残
る
中
、

春
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
た
三

月
五
日（
土
）に
現
在
改
修
工
事

中
の
順
和
寮（
松
戸
市
小
金
原
九

丁
目
）の
新
入
生
・
保
護
者
見
学

会
を
行
い
ま
し
た
。
昭
和
四
十

八
年
の
開
寮
以
来
三
十
年
の
伝

統
を
築
い
て
い
る
こ
の
寮
は
、

昨
年
四
月
よ
り
一
時
閉
寮
し
改

修
工
事（
四
人
部
屋
　
定
員
三
百

三
十
六
名→

二
人
部
屋
　
定
員

百
六
十
八
名
）
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
も
な
く
完
成
間

近
と
い
う
中
、
四
月
か
ら
入
寮

が
決
ま
っ
て
い
る
学
生
を
対
象

と
し
て
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

遠
く
は
沖
縄
県
や
長
崎
県
か

ら
の
見
学
者
を
含
め
三
十
組
六

十
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

最
寄
駅
と
な
る
新
京
成
電
鉄

常
盤
平
駅
か
ら
、
四
月
か
ら
運

行
が
決
ま
っ
て
い
る
寮
ま
で
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
寮

へ
集
合
し
ま
し
た
。

工
事
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

一
部
作
業
の
中
で
の
見
学
と
な

り
ま
し
た
が
一
階
ロ
ビ
ー
で
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
見

学
コ
ー
ス
に
も
と
づ
い
て
見
学

を
し
、
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
で

も
保
護
者
、
入
寮
予
定
の
新
入

生
か
ら「
部
屋
が
広
く
、
き
れ
い
」、

「
ト
イ
レ
も
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
て
い
い
」、「
お
風
呂

場
に
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
が
あ
り
、

す
ご
く
安
心
」や「
順
和
寮
に
決

ま
っ
て
よ
か
っ
た
」な
ど
の
声
が

多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
、
一
年
生
中
心

の
順
和
寮
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

が
、
今
ま
で
の
順
和
寮
に
劣
ら

な
い
新
し
い
伝
統
を
作
っ
て
も

ら
い
、
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

学部生活文化学科

海外研修報告

ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
て

〜
食
を
め
ぐ
る
旅
〜

人
文
学
部
生
活
文
化
学
科
管
理
栄
養
士
専
攻

二
年
Ａ
ク
ラ
ス

谷
川
佳
穂
さ
ん

カメハメハ大王の前で（前列一番左が谷川さん）

日
本
・
大
学
出
版
部
協
会
刊

「
総
合
図
書
目
録
」に

本
学
出
版
会
図
書
目
録
収
録
さ
れ
る
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順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

順
和
寮
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

見
学
会
に
つ
い
て

学寮課
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総合文化学科

応
募
総
数
約
一
万
三
千
点
、

第
Ⅱ
部（
デ
ザ
イ
ン
画
の
部
）一
般

三
千
六
十
三
点
の
中
か
ら
優
秀
賞
に
入
選

聖
徳
大
学
出
版
会

（
出
版
事
業
課
）
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現
在
通
信
教
育
部
で
は
、
大

学
人
文
学
部
・
短
大
部
保
育
科

で
四
月
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

人
文
学
部
で
は
、
こ
の
四
月

よ
り
社
会
福
祉
学
科
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
社
会
福
祉
学

科
が
人
気
を
集
め
、
人
文
学
部

は
昨
年
の
倍
以
上
の
出
願
者
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
年
次
編

入
学
生
も
同
時
に
募
集
し
て
お

り
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
既
に
大
学
、
短
大
な
ど
を

卒
業
さ
れ
た
社
会
人
が
、
養
護

教
諭
や
高
等
学
校（
福
祉
）な
ど

の
教
員
免
許
状
や
、
社
会
福
祉

士
・
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の

国
家
資
格
取
得
の
た
め
、
あ
る

い
は
自
身
の
教
養
の
た
め
な
ど
、

自
分
を
高
め
る
た
め
に
入
学
を

希
望
す
る
人
が
多
い
か
ら
で
す
。

ま
た
そ
の
学
習
ス
タ
イ
ル
も

三
年
次
編
入
学
生
以
外
に
、
教

員
免
許
状
の
必
要
科
目
だ
け
を

履
修
す
る
課
程
正
科
生
、
一
科

目
か
ら
履
修
で
き
る
科
目
等
履

修
生
と
各
自
の
目
的
に
合
わ
せ

て
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

短
期
大
学
部
保
育
科
は
長
い

伝
統
を
誇
り
、
通
信
教
育
に
よ

る
保
育
士
養
成
校
と
し
て
卒
業

と
同
時
に
保
育
士
資
格
や
幼
稚

園
教
諭
免
許
を
取
得
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
科
目
等
履
修
生
と
し
て

最
短
一
年
間
で
司
書
資
格
が
取

得
で
き
る「
図
書
館
司
書
課
程
」

も
開
設
し
て
い
ま
す
。

本
学
は
、
大
学
院
・
大
学
・
短

大
の
全
て
で
通
信
教
育
課
程
を

開
設
す
る
、
日
本
初
の
教
育
機

関
で
す
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
、
年
齢
は
十
代
か
ら
七
十
代

ま
で
と
、
実
に
様
々
な
学
生
に
、

高
等
教
育
の
機
会
を
広
く
提
供

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
周
り

に
も
学
び
の
場
を
探
し
て
い
る

方
が
い
ま
し
た
ら
、
聖
徳
の
通

信
教
育
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

平
成
十
七
年
二
月
十
六
日（
水
）

聖
徳
大
学
川
並
香
順
記
念
講
堂
に

於
い
て
聖
徳
大
学
・
音
楽
研
究
セ

ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
オ
ペ
ラ「
シ

モ
ン
・
ボ
ッ
カ
ネ
グ
ラ
」が
上
演
さ

れ
ま
し
た
。
大
学
院
音
楽
文
化
研

究
科
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、
声
楽

コ
ー
ス
で
は
オ
ペ
ラ
研
究
に
も
力

を
入
れ
、
コ
ー
ス
教
員
、
学
生
が

一
丸
と
な
り
初
め
て
の
オ
ペ
ラ
公

演
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
日

は
冷
た
い
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
オ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
、
本
学
園

学
生
、
他
大
学
学
生
に
来
場
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
学
園
内

の
た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
も
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
オ
ペ

ラ
は
本
場
イ
タ
リ
ア
で
も
上
演
が

難
し
い
オ
ペ
ラ
で
す
が
、
本
学
の

優
秀
な
講
師
陣
と
学
生
に
よ
り
上

演
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
お
越

し
い
た
だ
い
た
お
客
様
か
ら
の
評

判
も
と
て
も
よ
く
、〝
質
の
高
い
演

奏
〞を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
と
も
に
、
大
学
院
音
楽
文
化
研

究
科
の
水
準
の
高
さ
を
学
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

先
生
の
研
究
分
野
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
と
い
う
分
野

が
専
門
で
す
。
生
涯
学

習
に
は
自
己
を
高
め
、
人
間
形

成
す
る
こ
と
と
、
そ
し
て
生
活

を
向
上
さ
せ
る
、
と
い
う
二
つ

の
目
標
が
あ
り
ま
す
。
自
己
の

向
上
と
は
生
き
が
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
生
活
の
向
上
は
言
い

換
え
る
と
経
済
的
豊
か
さ
に
な

り
ま
す
。
平
成
元
年
か
ら
国
が

生
涯
学
習
と
い
う
分
野
に
力
を

入
れ
始
め
、
当
時
の
文
部
省
で

生
涯
学
習
を
担
当
す
る
部
署
に

い
た
こ
と
も
研
究
を
始
め
る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
の
と
き
か
ら
社
会
貢
献

の
よ
う
な
こ
と
が
好
き
で
、
子
ど

も
会
や
青
年
団
体
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
し
た
り
、
学
校
の

教
員
と
し
て
働
い
た
り
、
い
ろ

い
ろ
と
地
域
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
生
涯
学
習
に
関
連
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
も
推
進
し
て
い
ま

す
。
全
国
の
自
治
体
と
一
緒
に

地
域
を
ど
う
活
性
化
さ
せ
る
か
、

そ
れ
も
生
涯
学
習
で
ど
う
活
性

化
さ
せ
る
か
と
い
う
活
動
が
今

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

〝
ま
ち
づ
く
り
〞
は
ど
う

し
て
大
切
な
の
で
す
か
？

従
来
の
ま
ち
づ
く
り
は

道
路
を
作
っ
た
り
、
駅

前
開
発
だ
っ
た
り
、
主
に
物
を

作
る〝
街
づ
く
り
〞で
し
た
。
で

も
、〝
ま
ち
づ
く
り
〞に
は
建
物

や
道
路
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
だ
け

で
は
な
く
ソ
フ
ト
の
部
分
が
あ

り
、
子
ど
も
が
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

本
当
の〝
ま
ち
づ
く
り
〞
は
そ
こ

に
住
む
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

豊
か
に
生
き
る
か
、
そ
れ
に
ど

う
参
画
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
ど
ち
ら
が
大
切
か
と

い
う
と
、
以
前
の
道
路
や
建
物

を
作
っ
て
い
く
〝
街
づ
く
り
〞

よ
り
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
れ
が

〝
ま
ち
づ
く
り
〞
な
ん
で
す
。

そ
う
な
る
と
特
定
の
人
だ
け
で

は
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
参
画

で
き
る
。
自
分
が
も
っ
て
い
る

経
験
を
地
域
に
活
か
す
こ
と
は
、

ひ
と
つ
の
生
き
が
い
に
な
る
し
、

そ
れ
は
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で

す
。
生
涯
学
習
を
通
じ
て
、
あ
ら

ゆ
る
世
代
に
学
習
機
会
を
提
供

し
、
得
た
知
識
を
地
域
に
活
用

し
て
も
ら
え
れ
ば
、
結
果
的
に

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く
わ
け
で
す
。

生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ

ン
タ
ー（
以
下
、セ
ン
タ
ー
）

に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
？

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
人

た
ち
と
一
緒
に
松
戸
市

や
そ
の
周
辺
地
域
を
含
め
て
、

地
域
の
セ
ン
タ
ー
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
学
生
に
と
っ
て

は
大
学
で
の
学
び
の
実
践
の
場

で
す
。
実
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
に

は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
に
は
「
生
涯
学
習
社
会
・

貢
献
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
捉
え
方

で
す
。
こ
こ
で
は
セ
ン
タ
ー
を

通
じ
て
、
生
涯
の
ど
の
時
点
で

学
ん
で
も
そ
の
成
果
が
正
当
に

評
価
さ
れ
る「
生
涯
学
習
社
会
」

を
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
味

に
な
り
ま
す
。
つ
ぎ
に
、「
生
涯

学
習
・
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
」と

考
え
る
と
、
本
学
が
こ
の
社
会

に
ど
う
貢
献
す
る
か
と
い
う
セ

ン
タ
ー
に
な
り
、
教
員
や
大
学

が
持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ど

う
地
域
に
活
か
す
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
大
学
は
市
民

に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
、
市
民

は
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
、
自
分

を
向
上
さ
せ
る
。
こ
の
ま
ち
に

あ
る
大
学
と
し
て
、
や
っ
ぱ
り

市
民
か
ら
親
し
ま
れ
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
ね
。

ど
ん
な
ま
ち
づ
く
り
の

企
画
を
セ
ン
タ
ー
か
ら

発
信
し
て
い
き
ま
す
か
？

私
は
中
高
年
の
方
の
呼

び
名
と
し
て「
創
年
」と

い
う
言
葉
を
提
案
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
創
年
の
方
の
た
め

の「
た
ま
り
場
」を
作
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
た
ま
り
場
を
創
年

の
方
々
が
仲
間
を
作
り
、
ほ
っ

と
で
き
る
場
所
に
し
て
、
創
年

活
性
化
の
き
っ
か
け
に
し
た
い

で
す
ね
。
ま
た
、
ま
だ
実
験
的
で

す
が
、
福
祉
や
観
光
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
性
格
を
持
っ
た
た
ま
り

場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
す
で
に
東
京
駅
前
の
ビ
ル

に
た
ま
り
場
が
実
現
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
や
喫
茶
店
、
カ
ラ
オ
ケ

店
等
か
ら
も
た
ま
り
場
の
希
望

が
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
自
分
の

家
を
夫
婦
二
人
し
か
い
な
い
か

ら
た
ま
り
場
に
し
た
い
と
い
う

人
も
多
く
で
て
き
ま
し
た
。
た

ま
り
場
の
経
営
者
一
人
ひ
と
り

が
と
て
も
魅
力
的
で
す
。
こ
の

「
た
ま
り
場
」
と
学
生
の
地
域
と

の
関
わ
り
を
研
究
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
子
ど
も
の
企

画
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。「
平

成
子
ど
も
ふ
る
さ
と
検
地
」と
い

っ
て
、
子
ど
も
達
が
地
域
を
探

検
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
地
図

を
つ
く
り
ま
す
。

次
に「
子
ど
も
主
役
」と
い
う

運
動
。
子
ど
も
に
ま
ち
の
観
光

ガ
イ
ド
や
公
民
館
等
の
指
導
員

に
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う
提
唱

も
実
現
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が

ま
ち
の
探
検
を
通
じ
て
、
今
ま

で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
に

気
づ
き
、
地
域
の
よ
さ
を
知
っ

て
い
く
と
、
地
域
に
対
し
て
い

ろ
い
ろ
提
言
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
を
見
つ
づ
け
よ

う
と
展
開
し
た
運
動
が「
子
ほ
め

運
動
」で
す
。
子
ど
も
の
地
域
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
と
、
そ

う
い
う
子
ど
も
達
に
ま
ち
づ
く

り
の
担
い
手
に
将
来
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
は
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
で
す
。松

戸
や
近
隣
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
計

画
は
？

セ
ン
タ
ー
に
も
た
ま
り

場
を
作
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
松
戸
周
辺
に
も
十
箇

所
く
ら
い
作
り
た
い
で
す
ね
。

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
や
不
登

校
児
を
呼
ん
で
、
子
育
て
支
援

や
教
育
支
援
を
学
生
の
協
力
を

得
な
が
ら
や
っ
て
い
こ
う
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
涯

学
習
指
導
者
コ
ー
ス
の
学
生
を

中
心
と
し
た
生
涯
学
習
研
究
同

好
会
の「
リ
リ
ー
ズ
」が
昨
年
の

松
戸
祭
り
で「
よ
さ
こ
い
」の
踊

り
で
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
彼
女

達
に
祭
り
の

運
営
に
も
積

極
的
に
関
わ

っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

先
生
が
考
え
る「
理
想

の
ま
ち
」と
は
？

理
想
の
ま
ち
は
み
ん
な

が
楽
し
い
ま
ち
、
活
き

活
き
と
し
て
い
る
ま
ち
。
そ
れ

ぞ
れ
に
活
躍
す
る
場
が
な
い
と

駄
目
で
す
ね
。
非
常
に
難
し
い

話
で
す
が
、
安
全
で
仕
事
が
あ

っ
て
、
活
動
す
る
場
が
あ
っ
て
、

仲
間
が
い
れ
ば
最
高
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
全
国
の
ま

ち
は
そ
う
い
う
ま
ち
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
大
き
な
ま
ち
だ
と

わ
か
り
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
僕
が
関
わ
っ
た
小
さ
い

ま
ち
は
人
口
一
万
人
く
ら
い
な

の
で
、
見
た
ら
す
ぐ
わ
か
る
。
ま

ち
を
歩
い
て
い
る
と
子
ど
も
が

あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

う
い
う
の
も
理
想
の
ま
ち
の
姿

だ
と
思
い
ま
す
。

◆
・
◆
・
◆

●
通
信
教
育
部

〝
ま
ち
づ
く
り
〞推
進
の
国
内
拠
点
に

―
生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
竣
工
―
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

児
童
学
科
　
福
留
強
先
生

「

」

聖
徳
大
学
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
オ
ペ
ラ
公
演

シ
モ
ン
・
ボ
ッ
カ
ネ
グ
ラ

十
七
年
度
四
月
生
願
書
受
付
中

《
五
月
十
日
ま
で
》

十
七
年
度
四
月
生
願
書
受
付
中

《
五
月
十
日
ま
で
》

車内広告に使われたポスター
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平
成
十
七
年
二
月
二
十
四
日

（
木
）、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

に
お
い
て
、
全
国
保
育
士
養
成

協
議
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

第
十
八
回
学
生
研
究
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
表

会
は
、
保
育
士
を
養
成
し
て
い

る
学
校
に
在
学
す
る
学
生
が
、

学
習
や
学
生
生
活
を
通
じ
て
研

究
し
た
成
果
を
発
表
す
る
機
会

を
設
け
、
自
主
的
研
究
の
増
進

を
図
る
と
共
に
相
互
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
資

質
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
十
八
校
二
十
五
件
の
発
表

が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
学
で
は
、
今
年
一
月
に
行

わ
れ
た
、
第
四
十
八
回
グ
ル
ー

プ
研
究
発
表
会
で
研
究
発
表
さ

れ
た
二
十
七
件
の
中
よ
り
代
表

二
件
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
集
団
の
中
で
気
に
な
る
行
動

を
と
る
幼
児
の
指
導
に
つ
い
て
」

保
育
科
第
一
部
二
年

糸
井
理

絵
・
大
畑
仁
登
美
・
黒
河
内
麻

誉
・
真
田
あ
か
ね
・
鈴
木
梢
・
須

永
裕
子
・
星
野
美
佳
・
仲
居
里
美

指
導
教
員

稲
葉
恵
美
子
先
生

「
赤
ち
ゃ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究

―
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
に
つ
い
て
」

保
育
科
　
第
一
部
二
年

相
原

枝
里
・
井
上
恵
美
・
薄
羽
亜
由

美
・
内
海
香
子
・
及
川
明
子
・
大

崎
真
実
・
太
田
舞
子
・
風
見
幸

子
・
神
田
ま
ゆ
こ

指
導
教
員

深
津
時
吉
先
生

十
六
年
度
就
職
戦
線
も
激

戦
・
厳
選
の
状
況
で
終
了
し
ま

し
た
。
基
礎
学
力
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
以
前
に
も

増
し
て
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
書
く
力
」「
読
む
力
」「
聴
く
力
」

の
醸
成
と
そ
れ
ら
を
基
本
と
し

た「
話
す
力
」が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

今
年
の
成
果
と
し
て
は

・
小
学
校
教
員
合
格
九
十
一
名

（
現
役
五
十
五
名
）

・
公
立
幼
稚
園
合
格
三
名（
現
役
）

・
公
立
保
育
士
合
格
八
十
一
名（
現
役
）

・
公
立
栄
養
士
合
格
三
名（
現
役
）

・
三
井
物
産
、
デ
ィ
ス
コ
、
み
ず
ほ

等
　
超
一
流
企
業
合
格

該
当
学
科
の
先
生
方
の
ご
努

力
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
の
熱
意

と
仕
掛
け
に
よ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
学
生
の
頑
張
り
へ
の

敬
意
と
先
生
方
に
対
す
る
感
謝

の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

次
な
る
目
標
は
、
入
学
後
か

ら
就
職
と
言
う
名
の
ゴ
ー
ル（
人

生
の
ス
タ
ー
ト
）ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
を
ど
う
描
き
仮
説
を
立
て
て

行
動
す
る
か
を
教
え
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
実
践
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
室
長
高
田
　
茂
　
（
二
〇
〇
二
年
一
月
合
格
）

〃
　
　
　
　
　
　
江
畑
　
典
和
（
二
〇
〇
四
年
十
二
月
合
格
）

〃
　
　
　
　
　
　
土
屋
　
和
広
（
二
〇
〇
五
年
一
月
合
格
）

＊
プ
ロ
就
職
指
導
者
養
成
の
た
め
に
、
厚
生
労
働
省
が
認
定
す
る
唯
一
の
資
格
。

一
年
間
の
通
信
教
育
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
、
筆
記
、
面
接
合
格
に
よ
り
認
定

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

第
五
十
七
回
千
葉
県
小
中
高
等
学
校
書
き
初
め
展
覧
会

最
優
秀
団
体
賞
・
個
人
賞
受
賞

平
成
十
六
年
度
の
第
五
十
七

回
千
葉
県
小
中
高
等
学
校
書
き

初
め
展
覧
会
は
、
千
葉
県
下
の

小
中
高
校
生
よ
り
十
五
万
千
二

百
九
十
八
点
の
応
募
が
あ
り
、

一
次
審
査
で
県
内
十
七
地
区
、

四
百
二
十
四
名
の
児
童
生
徒
が

特
別
賞
選
考
の
た
め
の
地
区
代

表
者
に
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
本

校
か
ら
は
東
葛
飾
南
地
区
の
代

表
と
し
て
四
名
の
高
校
生
が
中

央
席
書
大
会
の
出
場
者
に
選
出

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
書
の
古
典

に
立
脚
し
た
す
ば
ら
し
い
作
品

を
本
番
で
仕
上
げ
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
二
月
一
日（
火
）

に
千
葉
日
報
新
聞
紙
上
で
発
表

さ
れ
、
本
校
か
ら
は
個
人
特
別

賞
と
し
て
５
Ｆ
三
宅
佐
代
子
さ

ん
に「
千
葉
県
高
等
学
校
教
職
員

組
合
委
員
長
賞
」が
、
ま
た
６
Ｍ

園
部
朋
美
さ
ん
・
６
Ｂ
青
柳
海

さ
ん
・
６
Ｍ
緒
方
舞
子
さ
ん
の

三
名
に「
千
葉
日
報
社
賞
」が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
千
葉
県
内
の
参
加
校
千

三
百
三
十
八
校
の
中
で
個
人
入

賞
者
が
最
も
多
か
っ
た
本
校
に

は
高
校
生
の
部
の「
最
優
秀
団
体

賞
・
千
葉
県
知
事
賞
」の
団
体
賞

連
続
受
賞
が
決
定
し
、
二
月
六

日（
日
）千
葉
県
立
美
術
館
に
て

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
通

算
二
十
一
回
目
と
な
る
こ
の
受

賞
で
、
今
年
も
本
校
の
書
写
・
書

道
教
育
の
成
果
が
高
く
評
価
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

小
中
学
生
の
自
由
研
究
を
審

査
す
る
大
規
模
コ
ン
テ
ス
ト
で

あ
る「
サ
イ
エ
ン
ス
・
グ
ラ
ン
プ

リ
」（
旺
文
社
・
東
京
電
力
主
催
）

に
お
い
て
、
本
校
の
寄
与
の
大

き
さ
に
対
し
て「
第
十
回
記
念
特

別
賞
」が
授
与
さ
れ
、
一
月
十
五

日
に
東
京
電
力（
株
）本
館
に
お

い
て
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
中
学
校
理
科
で
は
、
毎

年
生
徒
達
に
必
修
で
自
由
研
究

を
提
出
さ
せ
、
そ
れ
に
手
を
加

え
る
こ
と
な
く「
サ
イ
エ
ン
ス
・

グ
ラ
ン
プ
リ
」に
第
一
回
か
ら
毎

年
応
募
し
て
い
ま
す
。
過
去
に

は
優
秀
賞
を
筆
頭
に
何
度
か
個

人
賞
の
受
賞
歴
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
出
品
作
品
の
多
さ
が
評

価
さ
れ
千
葉
県
の「
学
校
賞
」に

も
選
ば
れ
ま
し
た
。

三
宅
さ
ん
の
書
道
作
品

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

サ
イ
エ
ン
ス
・
グ
ラ
ン
プ
リ
二
〇
〇
四

第
十
回
記
念
特
別
賞
・
学
校
賞
受
賞

附
属
中
学
校

知事賞受賞の模様。左から園部さん、
三宅さん、緒方さん、青柳さん。

スキー部この冬も大活躍しました。
１Ｂ 遠藤みなみさん
３Ａ 石野　麻有さん

全国中学校スキー選手権大会に県代表
として出場。

４Ｂ小櫃万由子さん
関東選抜スキー大会・第５４回全国高等学
校スキー大会（インターハイ）に県代表とし
て出場。

二
月
九
日（
水
）、
芝
消
防
署

の
救
急
隊
の
方
々
を
お
招
き
し

て
、
今
年
度
も
一
年
生
対
象
に

「
普
通
救
命
士
講
習
」を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
止
血
法
等
の
応
急
処
置
を

中
心
に
学
び
ま
し
た
。
人
と
接

す
る
こ
と
の
多
い
教
育
者
、
特

に
幼
児
教
育
者
と
な
る
と
、
子

ど
も
の
命
を
救
う
技
術
は
必
要

で
す
。

今
ま
で
救
命
の
経
験
が
な
い

と
い
う
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
の
で
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

の
講
習
に
な
り
ま
し
た
が
、
楽

し
く
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

こ
こ
で
得
た
知
識
・
技
術
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
今
後
の
実
習

な
ど
で
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

総
合
演
習

普
通
救
命
士
講
習

二
月
八
日（
火
）、
恒
例
の
Ⅰ

部
二
年
生
、
Ⅱ
部
三
年
生
の
卒

業
該
当
年
次
の
学
生
を
対
象
と

し
た
総
合
演
習「
よ
り
よ
い
幼
児

教
育
者
に
な
る
た
め
の
マ
ナ
ー
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
よ
り

良
い
幼
児
教
育
者
・
保
育
者
に

な
る
た
め
に
、
実
際
に
幼
児
教

育
に
携
っ
た
先
生
方
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
も
、
先

生
の
お
話
を
真
剣
に
聞
い
て
い

る
学
生
の
姿
を
見
て
、
大
変
心

強
く
感
じ
ま
し
た
。
幼
児
教
育

の
世
界
に
入
り
、
教
育
者
と
し

て
活
躍
し
て
い
く
な
か
で
、
こ

の
機
会
に
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ

か
り
と
活
か
し
て
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

総
合
演
習

「
よ
り
よ
い
幼
児
教
育
者

に
な
る
た
め
の
マ
ナ
ー
」

幼
児
教
育

専
門
学
校

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

二
月
四
日（
金
）、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
久
下
葉
子
さ

ん
を
お
招
き
し
て
、「
心
か
ら
の

笑
顔
を
〜
作
る
笑
顔
か
ら
、
出

て
く
る
笑
顔
に
〜
」と
題
し
ま
し

て
総
合
演
習
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時
代
の

経
験
を
元
に
Ｖ
Ｔ
Ｒ
等
を
使
用

し
な
が
ら「
作
っ
た
笑
顔
」と「
心

の
笑
顔
」の
比
較
に
つ
い
て
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
は「
作
っ
た
笑
顔
」を
継
続

し
て
、「
心
の
笑
顔
」（
自
然
に
出

て
く
る
笑
顔
）を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

専
門
学
校
で
は
、
教
職
員
・
学

生
全
員
が「keep

sm
iling

」を
心

掛
け
て
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

「
心
の
笑
顔
」が
あ
ふ
れ
る「
笑
顔

の
聖
徳
」を
目
指
し
ま
す
。

全
国
保
育
士
養
成
協
議
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

第
十
八
回

学
生
研
究
発
表
会

総
合
演
習

「
心
か
ら
の
笑
顔
を

〜
作
る
笑
顔
か
ら
、

出
て
く
る
笑
顔
に
〜
」

キ
ャ
リ
ア
支
援
室

だ
よ
り

だ
よ
り

〈
厚
生
労
働
省
認
定
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
試
験
合
格
者
〉

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

博
士
論
文
公
開
発
表
会
の
開
催

一
月
二
十
一
日
、
言
語
文
化
研

究
科
博
士
課
程
三
年
の
辜
玉
茹

コ
ー
イ
ー
ズ

さ
ん
の
博
士
論
文
公
開
発
表
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。「
中
近
世

に
お
け
る
日
本
人
編
纂
の
韻
書

の
研
究
―
和
漢
・
漢
和
聯
句
の

韻
書
を
中
心
に
―
」
と
い
う
研

究
テ
ー
マ
で
す
。

中
世
以
後
盛
ん
に
な
っ
た
聯

句
と
い
う
文
芸
の
作
成
に
必
要

な
韻
書
の
研
究
は
従
来
個
別
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
辜
さ
ん

は
一
書
ず
つ
検
討
し
直
す
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
に

注
目
し
な
が
ら
体
系
的
に
研
究

し
た
点
に
独
自
性
が
あ
る
と
し

て
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

来
日
以
来
、
大
学
院
日
本
文

化
専
攻
の
大
友
信
一
教
授
の
指

導
の
も
と
に
研
究
に
励
み
、
貴

重
な
韻
書
を
訪
ね
て
各
地
の
図

書
館
や
文
庫
を
歴
訪
し
た
成
果

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
開
発
表
会
の
後
、
学

位
授
与
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
辜

さ
ん
は
台
湾
の
大
学
で
日
本
文

化
の
紹
介
に
努
め
、
本
学
と
台

湾
の
大
学
と
の
交
流
に
貢
献
し

た
い
、
と
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
ま
す
。

●
言
語
文
化
研
究
科
（
日
本
文
化
）
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表
現
あ
そ
び
を
終
え
て

り
、
保
護
者
の
方
に
は「
ホ
ー
ル

は
こ
ち
ら
で
す
」な
ど
と
張
り
切

っ
て
案
内
を
し
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

園
長
先
生
が「
今
日
か
ら
皆
さ

ん
は
聖
徳
幼
稚
園
の
子
ど
も
で

す
よ
」と
お
話
を
さ
れ
る
と
未
就

園
児
は
嬉
し
そ
う
に
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

第
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
三

歳
児
の
リ
ズ
ム
遊
び
「
て
ぶ
く

ろ
」で
は
未
就
園
児
も
い
つ
の
間

に
か
舞
台
に
引
付
け
ら
れ
た
よ

う
に
ス
テ
ー
ジ
の
前
の
方
に
出

て
発
表
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

四
歳
児
・
五
歳
児
の
歌
と
合
奏

で
は
保
護
者
の
方
の
「
す
ご
ー

い
」と
い
う
感
嘆
の
声
と
拍
手
に

在
園
児
も
喜
ん
で
い
る
よ
う
で

し
た
。

第
二
部
は
、
衣
服
の
着
脱
の

指
導
や
箸
指
導
な
ど
、
入
園
ま

で
に
身
に
付
け
て
も
ら
う
必
要

の
あ
る
こ
と
な
ど
を
三
歳
児
が

見
本
を
示
し
な
が
ら
行
い
ま
し

た
。
ま
だ
母
親
任
せ
の
自
分
で

や
ろ
う
と
し
な
い
未
就
園
児
の

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
楽
し
み

な
が
ら
練
習
す
る
ポ
イ
ン
ト
指

導
を
行
い
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け

身
に
付
け
て
も
ら
え
る
か
不
安

も
あ
り
ま
す
が
、
四
月
の
入
園

式
が
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で

す
。

八
王
子
中
央
幼
稚
園

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
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紅
梅
が
咲
き
ほ
こ
ろ
ぶ
二
月

十
六
日（
水
）十
七
年
度
に
入
園

す
る
幼
児
、
保
護
者
を
対
象
と

し
た「
新
入
園
児
た
の
し
み
ま
シ

ョ
ー
」が
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
待

に
胸
膨
ら
ま
せ
朝
早
く
か
ら
来

園
し
て
く
る
未
就
園
児
の
元
気

な
声
が
幼
稚
園
玄
関
に
響
き
ま

し
た
。

受
付
後
、
五
歳
児
の
幼
児
た

ち
が
未
就
園
児
の
手
を
引
き「
一

緒
に
行
こ
う
ね
」と
声
を
か
け
た

毎
年
二
月
に
、

「
表
現
あ
そ
び
」が
行

わ
れ
ま
す
。
四
月
よ

り
、
生
活
発
表
会
・

運
動
会
と
様
々
な
こ

と
を
経
験
し
、
一
年

間
の
締
め
く
く
り
と

し
て
、
子
ど
も
達
が

歌
っ
た
り
、
踊
っ
た

り
と
保
護
者
の
方
や

た
く
さ
ん
の
お
客
様

に
発
表
す
る
会
で
す
。
こ
の
表

現
あ
そ
び
を
通
し
て
子
ど
も
達

に
何
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
き

た
い
か
、
何
を
感
じ
て
欲
し
い

の
か
を
一
学
期
中
に
教
諭
間
で

話
し
合
い
、
全
体
の
ね
ら
い
、
そ

し
て
、
各
学
年
毎
の
ね
ら
い
を

た
て
、
二
学
期
よ
り
取
り
組
み

ま
す
。
生
活
発
表
会
や
運
動
会

の
経
験
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々

に
見
て
頂
く
こ
と
の
楽
し
さ
や

嬉
し
さ
を
知
り
、「
早
く
、
お
母

さ
ん
に
見
せ
た
い
な
ー
。」や「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
も
来
て
く
れ
る
の

！！
」な
ど
、
見
て
い
た
だ
く
こ
と

に
期
待
し
、
練
習
に
取
り
組
む

子
ど
も
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

〝
自
分
か
ら
進
ん
で
い
ろ
い
ろ

な
表
現
活
動
に
楽
し
み
満
足
感

を
味
わ
っ
た
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
広

げ
た
り
す
る
。〞

と
い
う
平
成
十

六
年
度
表
現
あ

そ
び
全
体
の
ね

ら
い
の
も
と
、

幼
稚
園
の
中
で

一
番
小
さ
な
ち

ゅ
ー
り
っ
ぷ
組

（
二
歳
児
）は
、遊

戯
「
ピ
ク
ニ
ッ

ク
に
い
こ
う
」、

年
少
組
は
、
絵

本
「
ど
う
ぞ
の

い
す
」、
年
中
組

は
「
み
つ
ば
ち

マ
ー
ヤ
」、
そ
し

て
、
年
長
組
は

歌
い
な
が
ら
踊

る
オ
ペ
レ
ッ
タ

「
オ
ズ
の
魔
法
使

い
」
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も

達
一
人
ひ
と
り

の
心
に
、
良
き

思
い
出
と
し
て

い
つ
ま
で
も
残

る
発
表
会
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
た
り
、
ま
た
、
こ
の
発
表

会
が
一
人
ひ
と
り
の
成
長
の
糧

に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

附
属
幼
稚
園

新
入
園
児

た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー

幼稚園短信Pick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick Up

新堂繭子さん（６年Ｓ組）

環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
は
、「
和
」の

精
神
の
も
と
で
、
地
球
環
境
を

大
切
に
す
る
心
を
育
み
、
環
境

保
全
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

む「
聖
徳
地
球
市
民
」の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
附
属
小
学

校
で
は
、
そ
の
た
め
の
環
境
教

育
の
一
環
と
し
て
、「
み
ど
り
の

小
道
」環
境
日
記
コ
ン
テ
ス
ト
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、（
財
）グ
リ
ー
ン
ク

ロ
ス
ジ
ャ
パ
ン
が
主
催
す
る
も

の
で
、
一
九
九
九
年
全
国
の
小

学
生
を
対
象
に
、
環
境
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
児
童
が

こ
の
環
境
日
記
を
毎
日
記
入
す

る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
日
頃

か
ら
身
近
な
地
球
環
境
に
つ
い

て
考
え
、
身
の
ま
わ
り
で
何
が

で
き
る
か
を
み
ん
な
で
話
し
合

い
、
小
さ
な
事
か
ら
す
ぐ
実
行
、

反
省
、
行
動
す
る
習
慣
を
身
に

つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

附
属
小
学
校
で
は
、
中
学
年
を

中
心
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

個
人
賞
、
団
体
賞
受
賞
の
跡

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。（
学
年

は
受
賞
当
時
の
も
の
）

☆
二
〇
〇
〇
年
…
個
人
の
部
で

銅
賞
を
三
年
森
本
藍
さ
ん
、

優
秀
賞
を
三
年
玉
田
優
君
と

立
花
弘
基
君
が
受
賞
し
、
学

校
に
は「
グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
ジ

ャ
パ
ン
（
以
下
Ｇ
Ｃ
Ｊ
と
省

略
）奨
励
賞
」を
受
賞
し
た
。

☆
二
〇
〇
一
年
…
個
人
の
部
で

金
賞「
Ｇ
Ｃ
Ｊ
理
事
長
賞
」を

三
年
中
尾
摩
理
さ
ん
が
受
賞

し
た
。

☆
二
〇
〇
二
年
…
こ
の
年
は
多

く
の
入
賞
者
が
い
た
。
個
人

の
部
で
金
賞
「
東
京
都
知
事

賞
」
を
四
年
の
中
尾
摩
理
さ

ん
、
銅
賞「
Ｇ
Ｃ
Ｊ
賞
」を
三

年
の
逆
井
大
輔
君
が
、
佳
作

「
Ｇ
Ｃ
Ｊ
奨
励
賞
」
を
三
年
大

神
僚
君
、
木
幡
映
美
さ
ん
、
徳

山
未
来
さ
ん
、
畑
雄
斗
君
が

受
賞
。
団
体
の
部
で
は「
Ｇ
Ｃ

Ｊ
理
事
長
賞
」を
受
賞
し
た
。

☆
二
〇
〇
三
年
…
さ
ら
に
多
く

の
個
人
賞
を
受
賞
し
た
。
金

賞「
Ｇ
Ｃ
Ｊ
理
事
長
賞
」を
五

年
中
尾
摩
理
さ
ん
、
銅
賞「
Ｇ

Ｃ
Ｊ
賞
」
を
四
年
山
崎
恵
理

さ
ん
、
大
神
僚
君
が
、
佳
作

「
Ｇ
Ｃ
Ｊ
奨
励
賞
」
を
三
年
林

翼
君
、
四
年
木
幡
映
美
さ
ん
、

徳
山
未
来
さ
ん
、
徳
永
萌
さ

ん
、
齊
藤
彩
音
さ
ん
、
畑
雄
斗

君
、
田
邉
茉
由
さ
ん
が
受
賞

し
た
。
学
校
と
し
て
は
金
賞

「
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

賞
」を
受
賞
し
た
。

☆
二
〇
〇
四
年
…
個
人
の
部
で

金
賞「
Ｇ
Ｃ
Ｊ
理
事
長
賞
」を

六
年
中
尾
摩
理
さ
ん
、
佳
作

「
Ｇ
Ｃ
Ｊ
奨
励
賞
」を
三
年
千

葉
え
み
り
さ
ん
が
受
賞
、
学

校
に
は
優
秀
学
校
賞
「
Ｇ
Ｃ

Ｊ
奨
励
賞
」を
受
賞
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
評
価
の

目
安
と
な
っ
た
の
は
次
の
六
つ

で
す
。

一
、
実
行
実
践

・
地
球
環
境
行
動（
ゴ
ミ
を

拾
う
、
水
を
大
切
に
す
る

な
ど
）

・
環
境
行
動（
家
族
や
友
達

を
巻
き
込
む
、
町
の
環
境

活
動
に
参
加
な
ど
）

・
自
然
体
験
（
植
物
を
育
て

る
、
自
然
観
察
な
ど
）

二
、
学
び（
環
境
理
解
の
レ
ベ
ル
）

発
見
や
気
づ
き
、
深
さ
、
視

野
の
広
さ
、
主
張
や
目
標

三
、
成
長
度

取
り
組
み
時
か
ら
三
ヶ
月

後
の
成
果
、
こ
れ
か
ら
の
成

長
が
楽
し
み
な
児
童

四
、
継
続
性

日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね

や
発
見
が
見
ら
れ
る
も
の

五
、
感
動

行
動
、
学
び
、
気
づ
き
、
継

続
へ
の
感
動
が
見
ら
れ
る

も
の

六
、
資
料
評
価

資
料
添
付
の
あ
る
作
品
に

つ
い
て
は
、
何
を
学
ん
だ
の

か
自
分
の
意
見
が
見
ら
れ

る
も
の

三
ヶ
月
間
継
続
し
て
日
記
を

つ
け
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、

最
初
は
手
探
り
状
態
だ
っ
た
児

童
が
し
だ
い
に
環
境
に
対
す
る

思
い
を
深
め
て
い
く
姿
を
見
る

と
、
や
は
り
継
続
す
る
こ
と
の

よ
さ
を
実
感
し
ま
す
。

附
属
小
学
校
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
環
境
教
育
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
現
在
、
自
然
体
験
の
で

き
る
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

「
未
来
の
地
球
を
担
う

子
ど
も
た
ち
」

附
属
小
学
校
の
環
境
教
育

平
成
十
六
年
度
最
後
の
高
体

連
行
事
と
な
る
、
茨
城
県
高
校

総
体
総
合
優
勝
校
の
表
彰
式
が

去
る
二
月
二
十
五
日（
金
）に
水

戸
市
の
県
武
道
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

昨
年
、
創
立
二
十
周
年
と
い

う
記
念
の
年
を
迎
え
た
本
校
が
、

そ
の
節
目
の
年
に
六
年
ぶ
り
三

回
目
の
女
子
総
合
優
勝
を
果
た

し
、
大
き
な
優
勝
カ
ッ
プ
を
学

校
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
表
彰
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
茨
城
県
予
選
全
種
目
の
成

績
を
ポ
イ
ン
ト
と
し（
優
勝
校
は

十
二
ポ
イ
ン
ト
）、
そ
の
合
計
ポ

イ
ン
ト
で
競
い
合
う
も
の
で
す
。

毎
年
、
運
動
部
顧
問
会
で
は
こ

の
女
子
総
合
優
勝
を
目
標
に
掲

げ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年

は
僅
差
で
二
位
に
甘
ん
じ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
雪
辱

を
果
た
し
、
二
位
に
五
ポ
イ
ン

ト
の
差
を
つ
け
て
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
成
果
は
ひ
と
え
に
主
役

た
る
生
徒
た
ち
の
活
躍
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
指
導
に
あ
た
ら

れ
た
顧
問
の
先
生
方
や
、
陰
な

が
ら
常
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

惜
し
ま
ず
支
え
て
い
た
だ
い
た

保
護
者
の
方
々
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

す
で
に
新
人
戦
で
は
新
体
操

部
・
駅
伝
部
が
優
勝
を
果
た
し
、

連
続
優
勝
に
向
け
て
好
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度

茨
城
県
高
校
総
体

女
子
総
合
優
勝

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

年中組のお遊戯
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三
月
…
…
暖
か
い
春
の
日
差

し
の
中
、
二
年
前
、
三
年
前
の
入

園
式
に
は
真
新
し
い
少
し
大
き

め
の
制
服
に
身
を
包
み
、
保
護

者
に
手
を
引
か
れ
少
し
不
安
げ

な
面
持
ち
で
参
加
し
た
子
ど
も

達
も
、
立
派
に
成
長
し
堂
々
と

自
信
に
満
ち
た
姿
で
卒
園
式
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を

見
る
と
、
泣
い
た
り
、
自
分
勝
手

な
こ
と
を
し
て
い
た
入
園
当
初

の
姿
が
思
い
出
さ
れ
胸
が
熱
く

な
る
思
い
で
す
。
卒
園
式
当
日

は
、
厳
粛
な
会
場
内
に
ピ
ア
ノ

演
奏
に
よ
る
聖
徳
学
園
の
応
援

歌
が
流
れ
る
中
、
最
後
の
制
服

姿
の
卒
園
生
が
担
任
先
導
の
も

と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
入
場
し
て

き
ま
す
。
そ
の
後
は
園
長
先
生

か
ら
一
人
ひ
と
り
「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」の
言
葉
と
保
育
証

書
を
頂
き「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」と
大
き
な
声
で
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
す
。
お
客
様
か
ら

も
「
お
め
で
と
う
」の
お
言
葉
を

頂
き
子
ど
も
達
は
緊
張
の
中
に

も
卒
園
生
と
し
て
の
自
覚
が
し

っ
か
り
芽
生
え
て

い
る
事
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
挨
拶
や

話
を
聞
く
態
度
を

見
る
と
聖
徳
教
育
の
ね
ら
い「
い

つ
も
に
こ
に
こ
元
気
な
子
ど
も
」

健
康
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
・

誰
と
で
も
仲
良
く
で
き
る
子
ど
も

に
・
し
っ
か
り
と
約
束
の
で
き
る

子
ど
も
に
・
挨
拶
の
で
き
る
子
ど

も
に
・
自
分
で
考
え
て
行
動
の
取

れ
る
子
ど
も
に
成
長
し
た
事
が

実
感
で
き
る
幼
稚
園
最
後
の
行

事
で
す
。「
幼
稚
園
楽
し
か
っ
た
」

と
涙
な
が
ら
に
挨
拶
を
し
て
巣

立
っ
て
い
く
子
ど
も
も
い
ま
す

が
幸
せ
な
人
生
を
！！
と
後
姿
を

見
送
り
な
が
ら
祈
り
ま
す
。

梅
の
花
も
色
づ
き
始
め
、
春

の
日
差
し
も
感
じ
ら
れ
る
二
月

十
四
日
（
月
）、
午
後
か
ら
来
年

度
入
園
す
る
保
護
者
の
方
に
幼

稚
園
の
様
々
な
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
「
新
入
園
児

保
護
者
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
番
初
め
に
、
学
園
長
先
生

が
保
護
者
の
方
に
「
皆
さ
ん
は

も
う
隣
の
方
と
自
己
紹
介
は
終

わ
っ
て
い
ま
す
か
？
ま
だ
の
よ

う
で
す
ね
。
ま
ず
は
自
己
紹
介

を
し
て
仲
良
く
な
り
ま
し
ょ

う
。」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
、
ほ
ん

の
三
〜
四
分
で
し
た
が
ま
ず
は

皆
さ
ん
挨
拶
を
交
わ
し
、
自
分

や
お
子
様
の
紹
介
、
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
な
ど
言
い
合
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
時
間
の

な
ん
と
大
切
だ
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
あ
っ
と
い
う
間
に
お
母

様
方
の
緊
張
し
た
顔
が
に
こ
や

か
に
な
り
、
そ
の
後
の
学
園
長

先
生
の
お
話
や
園
長
先
生
の
今

こ
そ
が
大
切
な
子
育
て
を
す
べ

き
時
な
の
で
楽
し
く
や
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
い
う
お
話
を
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
伺
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、

幼
稚
園
に
来
る
時
に
は
ひ
と
り

で
緊
張
し
た
面
持
ち
で
来
ら
れ

た
お
母
様
も
、
帰
る
時
に
は
新

し
い
お
友
達
と
笑
顔
で
仲
良
く

お
話
し
な
が
ら
玄
関
を
出
ら
れ

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
の
生
活
形
態
か
ら
か
、

大
人
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
苦
手
に
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

幼
稚
園
入
園
は
お
子
様
に
と
っ

て
は
勿
論
社
会
へ
の
第
一
歩
、

保
護
者
の
方
に
と
っ
て
も
新
た

な
一
歩
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
環

境
を
整
え
て
い
け
る
よ
う
に
努

め
て
い
く
と
共
に
、
新
入
園
児

が
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
登
園

し
て
く
る
の
を
今
か
今
か
と
心

待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

浦
安
幼
稚
園
の
初
め
て
の「
た

の
し
み
ま
シ
ョ
ー
」を
去
る
二
月

十
三
日
に
催
し
ま
し
た
。
二
百

十
名
の
在
園
児
保
護
者
を
お
招

き
す
る
の
に
混
乱
を
ま
ね
か
ぬ

よ
う
に
、
当
日
は
玄
関
前
で
ク

ラ
ス
別
に
保
護
者
に
は
並
ん
で

頂
い
て
会
場
の
席
へ
と
御
案
内

し
、
日
頃
の
園
児
の
発
達
と
先

生
方
の
取
組
み
の
成
果
の
舞
台

を
二
時
間
余
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

全
園
児
の
合
唱「
聖
徳
学
園
幼

稚
園
々
歌
」か
ら
始
ま
り「
お
も

ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」「
こ
ど

も
の
世
界
」と
元
気
い
っ
ぱ
い
歌

い
ま
し
た
。

年
少
組
の「
ま
こ
ち
ゃ
ん
の
誕

生
日
」で
は
男
の
子
が
お
母
さ
ん

役
を
喜
々
と
演
じ
、
小
さ

な
体
で
精
一
杯
踊
り
、
お

友
達
の
声
に
合
わ
せ
て
の

セ
リ
フ
の
わ
か
る
舞
台
姿

に
感
涙
、
そ
っ
と
目
が
し

ら
を
押
え
る
保
護
者
も
…
。

年
中
組
は「
虹
の
む
こ

う
に
」、「
貴
婦
人
の
乗
馬
」

を
合
奏
、
な
か
で
も
リ
ズ

ム
遊
び「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
カ
メ

レ
オ
ン
」の
、
カ
メ
レ
オ
ン

が
長
い
舌
で
蚊
を
捕
ら
え

る
場
面
で
は
、大
道
具
の
細
工
の

工
夫
を
見
て「
ウ
ワ
ァ
ー
」と
驚

き
の
喚
声
が
あ
が
り
、
園
児
達

も
生
き
生
き
と
し
た
セ
リ
フ
を

演
じ
ま
し
た
。

年
長
組
は
リ
ズ
ム
劇
「
金
の

が
ち
ょ
う
」を
演
じ
、
合
奏
で
は

「
ハ
ン
ガ
リ
ア
舞
曲
第
五
番
」「
ア

ル
プ
ス
の
夕
ば
え
」を
演
奏
し
ま

し
た
。
最
後
の
講
評
で
は
短
大

の
保
育
科
の
小
川
哲
也
先
生
か

ら
「
四
月
に
開
園
し
て
一
年
も

終
っ
て
な
い
の
に
各
学
年
の
園

児
達
を
よ
く
こ
こ
ま
で
指
導
さ

れ
た
」と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。
園
長
先
生
か
ら
は「
お

子
様
を
お
引
取
り
の
時
は
ど
う

ぞ
〝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
〞
の
言
葉
を
言
え
る
親
に
な

っ
て
下
さ
い
」と
あ
り
ま
し
た
。

聖
徳
の
伝
統
よ
浦
安
に
根
づ

け
！！

多
摩
中
央
幼
稚
園

一
日
入
園
を
終
え
て

た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー

を
終
え
て

去
る
二
月
十
四
日（
月
）、
今

年
度
最
後
の
保
育
参
観
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
開
始
時
間
が
十
時

に
も
か
か
わ
ら
ず
保
護
者
の
出

足
は
早
く
、
九
時
前
か
ら
来
園

し
、
友
達
と
元
気
に
遊
び
回
る

我
が
子
を
や
さ
し
く
見
守
る
光

景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し

た
。三
歳
児
は
数
あ
そ
び
、色
あ

て
あ
そ
び
、
四
歳
児
は
数
あ
そ

び
、お
話
づ
く
り
、五
歳
児
は
科

学
あ
そ
び
な
ど
を
主
に
取
り
あ

げ
保
育
展
開
を
し
ま
し
た
。
入

園
、
進
級
し
て
間
も
な
い
初
め

て
の
参
観
の
頃
は
母
親
の
そ
ば

を
泣
い
て
離
れ
ら
れ
ず
に
い
た

幼
児
、
新
し
い
環
境
に
慣
れ
ず

な
か
な
か
本
領
発
揮
で
き
ず
に

い
た
幼
児
、
す
わ
っ
て
い
ら
れ
ず

自
分
の
思
い
の
ま
ま
に
立
ち
歩

い
て
い
た
幼
児
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。し
か
し
そ
ん
な
幼
児
達

も
幼
稚
園
生
活
経
験
を
通
し
て

集
団
の
中
の
一
員
で
あ
る
事
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
己

発
揮
、
自
己
抑
制
の
調
和
を
図

る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
参
観
中
も
人
の
話
を
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
聞
い
た
り
、

自
分
の
意
見
を
人
前
で
も
積
極

的
に
の
べ
る
な
ど
、
ど
の
学
年
も

意
欲
的
な
姿
が
見
ら
れ
一
年
間

の
大
き
な
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

参
観
後
に
、
今
後
の
保
育
に

役
立
て
る
為
に
参
観
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
保
護
者
に
依
頼

し
ま
し
た
。
参
観
の
実
施
回
数
、

開
始
時
間
、
保
育
内
容
、
保
育
者

の
幼
児
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て

評
価
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
結

果
は
、
ど
の
項
目
に
対
し
て
も

約
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
保
育

者
の
方
が
満
足
と
回
答
。
よ
く

わ
か
ら
な
い
、
不
満
足
と
答
え
た

五
パ
ー
セ
ン
ト
の
保
護
者
の
意

見
の
中
で
改
善
で
き
る
点
な
ど

も
含
め
、
よ
り
効
果
的
で
有
意
義

な
保
育
参
観
に
な
る
よ
う
検
討

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

新
入
園
児
保
護
者
会

を
終
え
て

附
属
浦
安
幼
稚
園

附
属
第
三
幼
稚
園

感
涙
の
卒
園
式

三
田
幼
稚
園

保
育
参
観
を
終
え
て

附
属
第
二
幼
稚
園

去
る
二
月
十
日（
木
）に
一
日

入
園
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
護

者
と
手
を
つ
な
い
で
幼
稚
園
に

や
っ
て
来
た
新
入
園
児
達
の
顔

は
少
し
緊
張
し
て
固
く
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
玄
関
で
松
組
の

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
達
に「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
優
し
い

笑
顔
で
出
迎
え
ら
れ
る
と
、
表

情
を
ゆ
る
ま
せ
元
気
に
中
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
会

に
期
待
を
持
っ
た
の
は

新
入
園
児
だ
け
で
は
な

く
、
何
日
も
前
か
ら
小
さ

な
お
友
達
に
踊
り
や
歌
、

合
奏
を
見
せ
よ
う
と
頑

張
っ
て
練
習
し
て
い
た

在
園
児
達
も
で
し
た
。
ま

だ
ま
だ
幼
い
と
思
っ
て

い
た
桜
組
も「
小
さ
い
子

に
見
せ
て
あ
げ
る
ん
だ

よ
ね
。
頑
張
ろ
う
」と
か

「
喜
ん
で
く
れ
る
か
な
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
こ
の

一
年
で
ず
い
ぶ
ん
成
長
し
た
も

の
だ
と
感
慨
深
く
思
い
ま
し
た
。

そ
の
心
意
気
が
伝
わ
っ
た
の
か
、

桜
組
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の『
も
も

た
ろ
う
』の
踊
り
に
会
場
か
ら

「
か
わ
い
い
」「
上
手
だ
ね
」と
い

っ
た
お
誉
め
の
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。
梅
組
も
立
派
に
歌
や
合

奏
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
力
強
い
梅
組
の
演
奏
を

見
て
目
を
丸
く
し
た
り
、
自
分

も
演
奏
し
た
気
に
な
っ
た
の
か

手
を
動
か
す
小
さ
な
子
ど
も
達

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
舞
台

の
上
で
の
子
ど
も
達
の
姿
を
見

て
頂
い
た
後
、
年
長
児
と
一
緒

に
遊
ぶ
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

上
手
に
遊
び
に
導
け
る
の
だ
ろ

う
か
と
の
心
配
は
杞
憂
で
し
た
。

「
一
緒
に
遊
ぼ
う
ね
」と
優
し
く

新
入
園
児
に
話
し
か
け
、
遊
び

に
誘
い
入
れ
て
あ
げ
る
姿
は
さ

す
が
最
年
長
児
と
思
わ
せ
る
も

の
で
、
と
て
も
頼
も
し
い
姿
で

し
た
。
遊
ん
で
い
る
時
も
お
馬

さ
ん
に
な
っ
て
小
さ
な
子
を
乗

せ
て
あ
げ
た
り
、
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
で
カ
ー
ド
を
選
ぶ
時
も
新
入

園
児
に「
何
に
す
る
」と
聞
く
優

し
さ
、
思
い
や
る
様
子
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
優
し
さ
が

伝
わ
っ
た
の
か
、
ど
の
新
入
園

児
も
泣
く
こ
と
な
く
、
楽
し
ん

で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
満
足
し
た
の

か
、
帰
る
時
の
顔
は
皆
笑
顔
で

し
た
。
こ
の
思
い
を
胸
に
幼
稚

園
生
活
に
期
待
を
持
っ
て
、
四

月
の
入
園
式
を
迎
え
て
く
れ
た

ら
い
い
な
と
思
う
一
日
で
し
た
。

仲良くしようね

多数ご参加をいただいた説明会

全園児の合唱りっぱな卒園生たち
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１９日（火）
２８日（木）
１７日（火）
４日（土）
６日（月）
１０日（金）
１３日（月）
２０日（月）
２４日（金）
２７日（月）
３０日（木）
５日（火）
8日（金）
１４日（木）
３０日（金）
７日（金）
１１日（火）
１３日（木）
２１日（金）
３１日（月）
２日（水）
４日（金）
１６日（水）
２１日（月）
２８日（月）
３０日（水）
２日（金）
５日（月）
８日（木）
１２日（月）
１３日（火）
１６日（金）

１０日（火）
１１日（水）
１３日（金）
１６日（月）
１７日（火）
１８日（水）

４月

5月
6月

7月

9月
10月

11月

12月

1月

聖徳学園「入門コンサート」①・②
新入生歓迎オルガンコンサート①・②
羽田健太郎ピアノコンサート
｢南総里見八犬伝｣ 人形劇
リチャード・クレイダーマン
ウィーン少年合唱団
京劇　｢水滸伝｣
スロヴァキア・フィルハーモニー管弦楽団
マリンスキー歌劇場フィルハーモニー管弦楽団
プラハ交響楽団
第３１回・第３２回 聖徳学園「能楽鑑賞会」
オーソレ・ミオ
うたのおねえさんと歌いましょう
第２１回・第２２回 聖徳学園「歌舞伎鑑賞会」
ボヘミア・オペラ｢カルメン｣
北京京劇院「孫悟空」
バーデン市立劇場オペラ「魔笛」
英国女王陛下の近衛軍楽隊
第３５回・第３６回 聖徳学園「文楽鑑賞会」
鬼太鼓座
ハウスジャックス
第２５回・第２６回 聖徳学園「落語鑑賞会」
チェコ・フィルハーモニー管弦楽団
タチアナ・シェバノワ ピアノリサイタル
キエフ国立フィルハーモニー交響楽団
レニングラード国立歌劇場管弦楽団
ロジェ・ワーグナー合唱団
レニングラード国立歌劇場オペラ「椿姫」
チェコ少年合唱
スウィングル・シンガーズ
フィンランド・クリスマス・フェスティバル
第２２回 聖徳学園「第九の夕べ」

ウィンナー・ワルツ・オーケストラ
卒業生送別オルガンコンサート①・②
山本正人記念 第２２回 聖徳学園「吹奏楽の夕べ」
ヨハン・シュトラウス・アンサンブル
レニングラード・国立バレエ①
レニングラード・国立バレエ②

2005年度シリーズコンサート予定表
月／日　　　　　 演　 目

♪♪♪

2006年

料　金　表　（ 税　込　）

学生・生徒 ５,４００円～
児童・園児 ４,１００円～
教職員　 ５,４００円～

卒業生・家族・同伴 ８,３００円～
一般・紹介　　　 ９,４００円～

30267-52-2111 50267-52-2119

［ 車 ］ 大泉IC → 関越自動車道→ 藤岡JCT→ 上信越自動車道→ 佐久IC
→ 国道・県道→ かすが荘

［電車］ 東京→ 長野新幹線→ 佐久平 → 町営バス→ 望月町 → 町営バス
→ 春日温泉

春日温泉かすが荘（長野県佐久市春日）
※平成17年4月1日の近隣市町村合併により住所表記が変わりました。

開湯３００年の古

い歴史を持つ春

日温泉は入浴後

に肌がツルツル

になる「美人の

湯」として有名

です。野趣に富

んだ露天風呂や各種運動施設も備えており、個人旅

行はもちろんご家族や小グループでのご宿泊に最適

です！どうぞご利用ください！
※時期によりお得な宿泊プランを実施しております。詳細はホーム
ページ等をご覧ください。

聖徳大学オープン・アカデミー
平成１７年度SOA第Ⅰ期公開講座は、４月から７月まで開講する予定です。いろいろなジャンルの講座を数多く用意

しております。この機会に是非受講してみてはいかがでしょうか。きっと新しい世界が広がることと思います。

平成１７年度ＳＯＡオープニングセレモニーを下記のとおり開催いたします。入場無料ですので、お気軽にご参加ください。

（定員になり次第、締切りとさせていただきます。また人数が集まらない講座については休講とさせていただきます。）

平成１７年度 SOA 第Ⅰ期 公開講座のご案内

＊上記の他、語学（英語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、中国語、韓国語）、文学、教育・心理、生活・環境、
社会・福祉、芸術・文化等の講座を用意しております。

………………茂木・大田

………………………………………………………………………………………………………佐藤　利枝子

………………………………………………………佐藤　利枝子

…………………………………四十九院　静子

………………………………………………………………………………河野　千佳

………………………………………吉岡　節夫

…………………………………………………………………………………………………李　哲権

………………………………………………………………………………………………………眞野　須美子

………………………………………………村瀬　満男

…………………………………………………………………………………甲斐　聡

……………………………………………………………………………………………島田　薫

………………………………………………………………………………………………………上畑　鉄之丞

……………………………………………………………………和泉　新

…………………………………………………………………………………古橋　和夫

………………………………………………………………………………泉　靖彦

講 座 名 講 師 名

平成１７年度ＳＯＡオープニングセレモニーのご案内

（2005. 3. 10  現在）

■「時間人間」集まれ！「空間人間」集まれ！―「時間」と「空間」の秘密を解読しよう

■親子お菓子講座

■子どものためのはじめてのシュガークラフト

■世界の家庭料理あれこれ ― エスニック風料理を楽しむ―

■子どもの習癖（くせ）との接し方

■小学生の学力不足・学力不振と向き合う高速学習法

■漱石の『こころ』をよむ

■義経とその時代

■２０世紀のヨーロッパ（政治と経済と社会と生活）

■児童虐待と市民・専門職の役割

■幸せな人生、そして結婚

■働く女性と健康

■中国将棋入門 ― 異文化を体験しましょう―

■絵本・童話の世界を体験する

■歌を歌う喜び［世界の児童合唱］

セミナーハウスをどうぞご利用ください！
聖徳学園には皆様がのんびりとご利用いただけるセミナーハウスがございます！
新しい仲間との親睦や仲間と今まで以上の親睦を深める場としてどうぞご利用ください！

本学園ホームページより各施設の
詳細をご覧いただけます！

E
Q

料　金　表　（ 税　込　）

学生・生徒 ５,２５０円～
児童・園児 ４,１００円～
教職員　 ５,２５０円～

卒業生・家族・同伴 ８,１５０円～
一般・紹介　　　 ９,２５０円～

30555-62-3111 50555-62-3112

［ 車 ］ 高井戸IC → 中央自動車道 → 大月JCT→ 中央自動車道→ 河口湖IC
→ 国道・県道→ 山中湖荘

［バス］ 新宿→ 中央自動車道 → 旭ヶ丘バスターミナル → 徒歩→ 山中湖荘

聖徳学園山中湖荘（山梨県南都留郡山中湖村）

富士山に最も近

い山中湖から

は、富士山の雄

大な姿を四季

折々で見ること

ができます。周

辺にはたくさん

の美術館も点在し、見所満載！山中湖荘では毎回好

評の洋風コース料理で皆様のご利用をお待ちしてお

ります。どうぞご利用ください！
※時期により様々なイベントを企画しております。詳細はホームページ
等をご覧ください。

E
r

（第Ⅰ期予定講座抜粋）

平成１７年４月１６日（土）１３：００～１５：３０
聖徳大学生涯学習社会貢献センター（１０号館）
１）公開講演

講師　遠藤順子先生（故　遠藤周作氏夫人）
題名 「心あたたかい医療―夫・遠藤周作からの宿題」

２）ミニコンサート
音楽文化学科助教授　原佳大（ピアノ）
〃　　　助教授　小泉惠子（ソプラノ）
〃　　　教授　　一木瑛美（フルート）
〃　　　講師　　高橋あかね（フルート）

●日　時
●場　所
●内　容

１５０名
無料

生涯学習課まで
お電話又は直接
窓口にお申込み、
お問合せください。

●定　員
●参加費
●申込み・問合せ

３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー３）聖徳大学生涯学習社会貢献センター見学ツアー

「聖徳大学生涯学習社会貢献センター」の13階に、4月1日（金）から
ニューオータニ運営のカフェテリア「スパンカ」がオープンします。
多くの方々のご利用をお待ちしております。

「聖徳大学生涯学習社会貢献センター」の13階に、4月1日（金）から
ニューオータニ運営のカフェテリア「スパンカ」がオープンします。
多くの方々のご利用をお待ちしております。

Today's Menus

メニューの内容はスタッフにお尋ねください。

Daily Plate
日替わりプレート

￥1,200
・スープ ・サラダ ・パン／ライス
・コーヒー／紅茶

Daily  Pasta Lunch
日替わりパスタランチ

￥950

・スープ　・サラダ
・コーヒー／紅茶

A La Cartes
アラカルト

￥1,200

・本日のお魚料理
（お魚はスタッフにお尋ねください。）
【スープ、サラダ、パン／ライス、
コーヒー／紅茶】

￥1,050

・香り焙煎カレーセット［ビーフ／シュリンプ］
【スープ、サラダ、コーヒー／紅茶】

￥1,600

・牛ロースステーキセット150g
（赤ワインソースまたは特製和風ソース）
【スープ、サラダ、パン／ライス、コーヒー／紅茶】Saladas

サラダ

￥750・彩り野菜サラダ

￥800
・イタリアンアンティパストサラダ

Desserts
デザート

￥500
・北海道バニラ
アイスクリーム

Monthly Recommendations
今月のシェフのおすすめ

￥1,100

・鹿児島産豚ロースのカツとじプレート
【スープ、サラダ、パン／ライス、
コーヒー／紅茶】

￥600
・今週のデザート

￥200・カップスープ
￥200・パン／ライス

Drinks
ドリンク

￥420

・焙煎ネルドリップ
オリジナルコーヒー

￥420
・アイスコーヒー

￥450
・カフェオレ［HOT／ICE］

￥420
・紅茶［HOT／ICE］

グラス ￥500
ボトル ￥2,800

・ハウスワイン（赤・白）

￥700

・日本酒（1合ビン）
［HOT／COLD］

￥550・生ビール
￥600・ビール（中ビン）

￥420・ウーロン茶
￥420・コーラ

￥420・ジンジャーエール

￥450

・100%ジュース
【オレンジ／グレープフルーツ／トマト】

・営業時間／11:00～17:00
・TEL：047-308-5300

11：30～14：00

上記の料金には所定の税金が含まれます。

※生涯学習社会貢献センター（10号館）内は全室禁煙です。


